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此頃小望遠鏡で面臼い星 N　K　生
五
　既の綾きものも大分進展し71が今より豫定為して見ろ亡大略終了ずるのが此の調子で約
三年位になるらしい。此れでば絵り讃まれる方も同じ様なものばかりで興味も無い事であ
ろう亡思ばれろので少しく訊子たかえずこいt思ふ。與昧多き重要なものは殆んご終了し’tこ
ので直接観則されずこ方ば三吋級でこれ位のものが見え又如何に観測すべきものであろか経
験上大抵に分かつずこ事亡思ふが二重星の観測について一言記しておきナこいo
o二重星
　二：重星ビば望蓮鏡内で極めて接近し表二星であってこ重が互に廻縛して居ろ時にば連星
S云ひ得ろ現在の重星天丈學に於てi！重星和毛極めて接近しナこものを指すが私の此の績き
ものでば肉眼的の重星より二秒位までの六等以上のもの潜扱って居ろ。
　重星麹測に匿最も良いレンズミ空氣ビ目が重要なる事匡言ふまでもない。更に小望蓮鏡
でば蔓の安定なるものが重要であ．る。旧記上溝で重星た分って約三種にし得る。
◎接近し7こ光のほ冒柑等しい二重星、イ殉オリオ・ン52琴E
　此の種類の大部は蓮星であって二重であるの為見分け得るぱ目にもようが吋につき30倍
以上で大部分1工50倍た要すろ此れ位の高倍率であろから像のよい千渉像でなくてにならぬ
のば勿論の事であるが空氣の良い時が必要でおる。星色は黄卵黄が善蓮であろ分解力以下
の距離の時には像匡階二又ば二巴の重りの檬に見えろから3吋の良いのになるtO・5秒Ln：
くまで注意すれば分かろ。離れずこiikiでに悪いvンズでも可なり見える6
◎接近けこ光度差のあろ重星例ナリナンηぐ
　此の種の封でに分解力までば見えないのか普通ミする03吋で先づ2・0秒まで位であろ
が主星が大きい揚合干渉圏建重って二二ば甚だ見にくい。特に球面収差の多い揚合apレン
ゾの悪い博にば存在が分かり干れろ。又前回tli　y“同等の倍率な要する距離が大きくなる
言段々見易くなり3吋80倍で充分になる◎
◎俘，星カミ甚が淡い揚亡霊北極星、ナリナンβ
　此の場合にば俘星な見ち7、けでも仲々である。接近して居ろ野合ば悪いソンメでは殆ん
ご販扱えないものであろ03吋で10秒位の距離から以上SOで大抵ほ見えろが浩らかな空ビ
感じの良い目が必要であろ。罪種のものにに饒り高倍率ば必要なく事實反って見えない。
望蓮鏡で二愛情な見られろ方ぱ唯れでも当物レンズの良いものが必要であろ事た感じられ
ろ。悪いソンゾば接近けこi凱工全く見えない。此の方面に野良の2吋匡優に悪い4吋に比
較し得・る。
牧夫座　一見活氣あろ星座で赤星Arcturusが室星である。既の星書カペラSヴエカ“t何
れが大きいかご言えばハーバアP一一ト光度によるtαBooα24αLyr　O・14αAur　O・21で
北天第三の大星であろ。
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1）un6r　tl
追星の中でもζ［工W…一シエ，レ．の嚢見［：か、るもので5・5吋㊦ロ裡の試験星であっ
　て、7吋で見事に分離されろo
o火星近況
　五月中空氣甚だ不良託れに例年通リであり且つ晴れの日が少い0
　6吋雫反射鏡6月2日無事受坂る。鳥取大坪氏のものも同笥にて珊ロ律は正しく6・5吋
焦貼距離郵・1吋牧差は0・0：｝ミリ實用上Os醒すべき完急なものである。此れにて7月より
多少観測し得ろ豫定。
　火星th　i　suril直律増大ミ共：こ観測蓉易εなり空撮静な夜重要なる蓮河が明瞭に認めらる。
極冠も漸次に縮まりつ、あろ。
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O観測され叛最遽距離の天罷
　ハーバアドプソテン中に敦授IIシヤプvイ氏がドレヤー新撰星雲総目鍔i中の第6822番の
天禮の距離を論じナこ文があろ。之れ（t微かな星雲・P垣星の集合であるマセラン雲の縮小ミ
して記載されて居ろ。
　球肌星雲の場合に使用されナこ三つの方法が適用されず二〇
　（一）その直裡をマセラン雲のそれぜ比較するこミ（眞正の大さit同じt假定して）it　300
－500キロ・｛一セジクス（1000パーセyクスの意）な與へる。
　（二＝其の星の大さミ輝きミマビラン雲中の星雲ミの比較、iP均光度は第6822番：［：itlor・7
等ミして與へられて居り、マセ・ラン雲i工9－11等が與へらて居る。触れに280－J「OOキ
ロパーセ）Yクスの距離奄與へる。
　（三）該物禮中の最輝星は18．5等の光度Ae有する、是等な赤色超E星（彼等の色は爲眞上
の相封的微細なこピから槻測され得る）で、絶渕光度負3一負4等た有するものS假定す
れば、其の距離に250キロパーセyクスミなる。
六
249
七
　それ故に概算して其距離匡一百萬光年亡見徹すべきで、最蓮の球肌星團の距離亡して知
らるsものs五倍に営ろ。それ団我等の恒星系の外界准・なすもの言麹測されてるろ。マセ
ラン雲の距離ば次の目口くに採用されてるろ。
　大　雲　　距離　35キロパー一　‘t・）？クス　直裡　4．4キロパーセクス
　小雲　　25同　　　　1・6同◎日代隼代記に号する天皮學的貢献
　日、月蝕な古代の．出來事の年代な定めろナこめに利用するこ書ほ既知の事柄である。金星
が二又匡夕の犀亡して表れすこ事の記録秘使用して、覚大なる下張が信頼すべき日晒の組織
な数世紀侮ほ昔に持ち行く事に成功し郭。問題の記録ば長い間知られて來ノこ。ボサンヶ一
氏定教授セースの騰劉工王立天文學會の月報四十巷卸九號（一八入○）中に獲表されでるる
が、一九一一〇に至ってアァーザークグラーが其の観測の近渡難勺日掛な定めろに域功し710
其庭に特に日野た定める目的に有功なろ記錐があろ。即ち
『第入門の二十八日に金星ば西方に失ぜて三日両彼女に天に滞まり、弟九月の一日に東天
に二つ’7こ。』
　其の様な短い間距をなすにば金星の北の高緯度な要しM僅かに数年間が可能でめる。ク
グラーば最初紀元前一九七二年一七一年ミ定めナこが・一“Jt二二年半彼ほ一七六年後のll
附に憂更：し710博±1フナーセ、〕ン．ガム匡其の問麺た近頃金星の浬動に葺百年二・玉秒の加
三度た適用して諭じずこ⊃彼［工紀元前一九一五年在遙に正しいものtして論じてねる。
　教授ラングドン（ナソ〃スフす一ド1勢彦孜科書二巻）ば此の結果な近暗聚見ぜられ’tこ畦刻
それ［こば王様達の目録が其の治政の期間口乞二記されてゐうもの亡紅合ぜて其の訂弄期を延
長さぜようSしてみるが、それに封してli紀元前四千年又ば其身t位に澗ろ所の可なりの正
確な口附が與え．られろの． ﾅあろ。
◎藤路策実量的欝暴講演
　五月十七日（土）　午後四蒔…より大摩石揚月尭亭内に於いて繭演愈な開催す。雨天なりし
も庭内のテント内にて海老磯の締bに始まり左の講ナ：ありtz　・J。
　　太陽の　話　　　　　　京、3大學助踊歩嘗試士　上　山　　穣氏
　其夜is．雨後の快醇iにて、金星’sゴエ、月、木星等か六時牛及三吋にて観望、多数の來導
者あり、最後に縣矢r事んめ縣磨の方々多籔：來概ぜられずこり。同日天文蔓内にば箔種の科學
器擁二陣列しありすこり。
α鉱跨青倉
　1五月十八日（日）　午後三曝より月光亭にて開催、上田助教授に差支にて敏席、’撰すろ者
會員十名、外來者四名、自己紹介及天丈斑的維談に晴問か貰やす、夕方金星た西方の白雲
申に見出して齪測す。同夜匡昨夜よりt．．Atつて、只月、金星・土蓋オ貞閣測ぜしのみ。
◎認出蛍部二男通信
　一、天界研究倉九口午後七か日水野幹事宅で開催し7こ。
　：二、水野幹事去る四月三十日附で岡山商業學校か退職の上tS關西中學校に効務ぜられ
ろこ書に二つナこが、住所に以前の通りである。
◎御蜘ら鷺
　小生都合によt．」來ろ九月前で田地にふみ出ろこ亡［t致しまけこ○右御合の上、郵便物tii
三二地へ御逡り奄願上ます。
　一九二四年五月十日　　　　　　　　　　　　ケンプリヂ1：〈　山本一・清
0望i塵鏡費リアζし
　紳戸市生田町四町目一七ノー一、森下助次鄭が下記三吋望遠鏡の費渡をi委托ぜらる。質佛
400圓。
　定心無名　　Broadhurst　C］arl〈son＆Co，，　London・
　ア／ビ1ス　25・70・110・180倍の四個、地上用一個。
　ファインB“　一、サングラズ、赤道儀、三脚台o
